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　SARS-CoV-2（新型コロナウイルス）に対する次世代 mRNA ワクチンとも称

されるレプリコンワクチン「コスタイベ R」が、2023 年 11 月、世界に先駆

け日本で「SARS-CoV-2 による感染の予防」用に承認されました。レプリコ

ンとはレプリカから類推できるように「複製」の意味。接種した mRNA が自

身のコピーを複製する自己増殖型 mRNA ワクチンです。

　臨床試験の結果、発症や重症化を予防する有効性が認められ、現在使用さ

れているファイザー製ワクチンに比して少ない接種量で、効果は劣らず、よ

り多くの抗体がつくられ、かつ持続性があり、安全性も同程度として承認さ

れました。国はコスタイベ R の製造元 Meiji Seika ファルマに 30 億円の補助

金を出しワクチン生産体制等緊急整備事業を推進しています。

　本誌はレプリコンワクチンの詳しい評価は未実施ですが、既存の SARS-

CoV-2 ワクチンは使用すべきではないと結論しています。なぜなら、無効で

あるばかりか、逆に感染者を増やしていること、ワクチンの mRNA は体のあ

らゆる細胞に取り込まれてスパイクタンパクを作るために、生体各所で免疫

反応を引き起こし、あらゆるタイプの重篤な害を起こすからです。

　予防接種健康被害救済制度による救済認定者は７月 31 日現在で 7835 人、

このうち死亡認定者は 747 人です。死因として、心筋梗塞や脳卒中など心血

管系の疾患が多く報告されています。7835 人、747 人は、過去 45 年間で

SARS-CoV-2 ワクチン以外の全てのワクチンによる認定者 3522 件の 2.2 倍、

死亡認定者 151 件の 4.9 倍であり、薬害といっても過言ではないでしょう。

　レプリコンワクチンの基本的な仕組みは、既存の mRNA ワクチンと同じで

す。自己増殖型なので、少量でも生体内でより多くの抗体が作られ、効果が

持続するということは、言い換えると、より多くのスパイクタンパクが合成

されるということであり、より重篤な害反応が持続することを本誌は懸念し

ています。

　多くの被害が報告されているにも関わらず、国はワクチン接種を継続し、

より多くの害を生じ得るレプリコンワクチンを今秋から定期接種に導入しよ

うとしています。新しいワクチンを推奨する前に、国がまず行うべきことは、

被害を総括し、一刻も早く既存のワクチン接種を中止することです。
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